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で要介護となった特殊分野に特化した印刷会社のケー
ススタディから会社の若さを保つ方法を模索するー
　サブタイトルで、何のことだ
ろうと思いましたが、磁気カー
ドの登場で一時爆発的に需要が
増えたテレフォンカードに代表
される印刷会社の話で、栄華衰
退の体験談から様々なお話を伺
いました。その後、携帯電話や
スマホなどの台頭で磁気カードは廃れていきますが、
派生する様々な最先端技術はほとんどが現代に生かさ
れているとのこと。そして、新規事業にどう取り組ん
でいくのかの心構えなどの話題にも及びました。新規
事業は、人と人との信頼関係で生まれ、顧客の潜在ニー
ズをいかに探るかがポイントであるとの話を、講師自
身の体験談を交えてお話されました。会社の老化を止
め、若さを保つには、社員のモチベーションを高く維持
すること、それには仕事に対する達成感、責任の大き
さを自覚させる、正しい評価などが必要とのことでした。
渋木副理事長が謝辞を述べ、第２部は終了しました。
　第３部の退任あいさつでは、新井前理事長が、理事

長８年間（４期）の、
また昨年の年次大会
協力での感謝を述べ
ました。新井前理事
長へ岩渕新理事長か
ら感謝状と記念品、
事務局からは花束が
手渡されました。長
い 間 お 疲 れ 様 で し
た。その後、隣の会
場に移り、第4部 懇
親会となりました。
司 会 は 大 谷 専 務 理

事。岩渕新理事長のあいさつに続き、来賓 牧原秀樹議
員（代理）、中央会 渡部専務理事のあいさつ、関連企業
代表して溝口社長からあいさつがあり、惠副理事長の
乾杯のあとは、いつもの交歓風景となりました。

平成28年度　通常総会開催
　平成28年度、当組合通常総会が、
さいたま市大宮区の清水園に於い
て開催されました。
　司会は城戸副理事長。はじめに、
組員出席20名、委任状出席30名、
計50名で総会成立の報告があり
ました。続いて、海野青年部会長
リードによる印刷産業人綱領斉唱
が行われ、新井理事長あいさつの
後、議長に地元支部からとの恒例
で、井坂理事が議長となり議事を進行しました。
・第１号議案　平成27年度事業報告承認の件
・第２号議案　平成27年度収支決算承認の件
　大谷専務理事より報告、椎橋・櫻井両監事による
監査報告の後、議長が２議案の承認を求め、拍手を
もって承認されました。引き続き、第３号議案 役員
改選承認の件が提案され、新しい役員が決定しました。
・第４号議案　平成28年度事業計画（案）
・第５号議案　平成28年度収支予算（案）

　上記２議案が一括提案さ
れました。予算の収入では、
組合員の減少による賦課金
収入の減により大変厳しい
状況ですが、承認可決され
ました。

　続いて第６号議案も可決
され、第７号議案の組合内
規（案）承認の件で、大谷専
務理事から内規案について
の説明の後、承認可決され
ました。第7号議案は審議
事項なく、中央会印刷物の
受注状況の報告を受け、審
議はすべて終了しました。

　司会の新副理事長から講師の紹介があり、第２部 
講演会がスタートしました。講師は、一般社団法人 ディ
レクトフォース 事務局長 保坂 洋氏、演題は「印刷会
社のアンチエイジング」－彗星の如く生まれ40歳代

平成28年度新役員
理 事 長 岩渕　　均
副理事長 渋木　理俊

同 市川　博也
同 城戸　紀夫
同 惠　　勇人
同 新　　道行

専務理事 大谷　純一
常務理事 新保　信義

同 望月　　諭
同 髙橋　　徹
同 海野　了一
同 大川　正行

理 事 浅野　貴之
同 金森　正臣
同 井坂　　功
同 佐藤　伍郎
同 吉田　正人
同 丸山　靖雄
同 飯田　一義
同 田島　耕平
同 野坂　弘幸

顧問理事 新井　正敏
監 事 椎橋　俊夫

同 櫻井　豊喜

講師：保坂 洋氏

来　賓
牧原議員（代理）

来　賓
中央会 渡部専務理事

5月19日（木）
清水園

司会：城戸副理事長

議長：井坂理事

議案説明：大谷専務理事

大宮支部の中締め

新井理事長お疲れ様でした
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『埼印工組理事長就任挨拶』　理事長　岩渕　均
　平素は組合活動にご協力を賜りまして誠にありがとうございます。私はこの度、役員改選に
より理事長に就任致しました岩渕でございます。前理事長同様にご支援ご協力のほどお願い申
し上げます。インターネットの出現や、パソコンとプリンターの性能の向上により、今、印刷
業界は大きく変化しております。この大きな変化に対応するには、組合員各企業が「第二の創
業」を旗印に掲げて、会社の経営を見直す必要があるものと思います。「第二の創業」を実現
するためには社員一人ひとりが学んで能力の向上を図り、結果として会社全体として強くなる
必要があります。そこで埼印工組としては教育・研修に力を入れていく所存です。埼印工組ではこれまでの営業
士に加え、クロスメディア・エキスパート、色彩検定、漢字検定、MOS（Microsoft Office Specialist）など印刷
関連の資格取得を促進し、これまでの「営業士会」を「印刷関連資格士会（仮称）」に発展させようとしています。
　会社全体としては、埼玉県の「経営革新計画承認制度」に参加したり、経済産業省の認定している「攻めのＩ
Ｔ経営中小企業百選」に応募したり、同じく「ものづくり補助金」を申請することもできます。埼印工組として
は、こういった教育・研修に関する情報を会員の皆様にお伝えするとともに、全印工連の動向や方針を伝え、ま
た、他県の印刷組合との連携を図って、組合員の各企業が産業構造の変化に対応できるようにしていきたいと思
います。皆様の協力の下、組合員企業の発展のため頑張りますので皆様のご指導、ご協力をよろしくお願い申
し上げます。
副理事長就任挨拶

『退任のご挨拶』　前理事長　新井正敏
　皆さん、こんにちは。私 新井は、去る５月19日の通常総会に於きまして、４期８年間務め
させて頂きました理事長の職を退任致しました。これは一重に組合員、青年部、組合執行部、
事務局員、そして関連企業の皆さまからの御支援、ご協力がなければ成し得ませんでした。心
から感謝を申し上げます。８年間を振り返りますと、平成20年５月に前理事長の新様よりバ
トンを受け、不安がいっぱいの中、就任をいたしました。ちょうどこの時リーマンショックもあり、
産業全体も景気が下降状態の中でありました。しかしながら、危機感の強まる中、全印工連の
指導のもと、業態改革スキームの全国の組合員への徹底、印刷道「ソリューションプロバイダーへの深化」から多く
の学びを得、業界を挙げて取り組んでいきました。時代の変化に対応していく努力は印刷業界永遠のテーマかも
知れません。私も卒業してみますと、今は良き思い出が走馬灯のように頭をよぎります。
　今後も印刷産業は、あらゆる仕事の中核として元気であり続け、新しいコトにも取り組み、羽ばたいていって
欲しいと願っております。岩渕体制となり若返りが計れ、学びの目標もできて、とても楽しみです。「三方よし」
から「四方よし」にサア‼岩渕丸の出航です。皆で協力してゆきましょう。

『副理事長退任のご挨拶』　副理事長　佐藤伍郎
　この度、平成28年度総会において一身上の都合により副理事長の職を辞することと致しました。
その間24年の永きにわたり、役員さん、組合員さん、事務局員さん、皆さんのおかげで無事
つとめ終えることができました。
　振り返れば、昭和54年の理事にはじまり、平成元年から常務理事５期10年、中村理事長の
もとで専務理事１期２年、新理事長のもとで副理事長を３期６年、新井理事長のもとで３期６
年、合わせて24年間役員をつとめさせて頂きました。その間、組織委員長として組合員減少
問題や業態変革等の諸問題に組合をあげて取組みました。そして大きな節目であった組合創立50周年記念式典が
ラフレ埼玉で開催され、埼玉県から岡島副知事をはじめ、多くのご来賓、そして業界関係者をお迎えして盛大に
開催できたことは大変意義深く、伝統と歴史の重さを痛感した次第です。さて、世代交替が叫ばれる昨今、当組
合も今年度から岩渕理事長をはじめとする新執行部の体制が整い、大変心強く思っております。これからは組合
員企業の経営力強化や持続的な成長、発展のために全力で取組んで頂ければと思っております。
　結びに、新執行部の皆さん、組合員の皆さんのご活躍、そして埼玉県印刷工業組合の益々のご発展をお祈り申
し上げ、お礼のご挨拶とさせて頂きます。ありがとうございました。

惠　勇人　
　この度、副理事長並びにCSR推進専
門委員長を仰せつかりました。大変厳
しい時代ではありますが、県工組各企
業のますますの発展を願って、微力な
がら頑張りたいと思います。ご指導・

ご協力の程、よろしくお願いいたします。

新　道行
　この度、新任で副理事長を仰せつか
りました。若輩者でもありますし、変
化の大きい厳しい時代でありますが組
合発展のため頑張りたいと思います。
ご指導、ご協力のほどよろしくお願い

申し上げます。
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埼玉県印刷工業組合青年部　　　　　　　　　通常総会開催
平成28年６月７日（火）　熊谷市商工会館３－３会議室
　去る６月７日、熊谷市の商工会館において、埼玉県印刷工業組合 岩渕理事長のご出席
のもと青年部通常総会が開催されました。事業報告、決算報告、新役員組織図、事業計画、
収支予算と、慎重なる審議が行われ、全議案が無事に承認されました。本年度は役員改
選期であり、大川正行氏が新会長に就任し、海野前会長より会長職が引き継がれました。
新役員の顔ぶれは、以下のとおりです。総会終了後、海野前会長に花束を贈呈し、感謝

の意を伝えました。その後、場所を移し懇親会となりました。大川新会長から「スマイル」という活動方針の発
表もあり、いつもながらの盛り上がりをみせ、会員相互の親睦を深めました。

青 年 部 新 役 員
会 長 大川 正行
副 会 長 新井 貴之 望月　諭 大谷 祐一
会 計 里見 孝大 真野 亮介

幹 事
設楽 剛史 篠原　勲 仁居 弘一
浅野 貴之 丸山 靖雄 溝口 雄次

監 事 新　道行

全 国 印 刷 人 協 議 会 協 議 員
惠　勇人 望月　諭 新井 貴之

青 年 部 歴 代 会 長
初 代 櫻井 豊喜
２ 代 大谷 純一
３ 代 市川 博也
４ 代 間庭 正記
５ 代 飯田 一義
６ 代 髙橋　 徹
７ 代 井坂　 功
８ 代 惠　 勇人
９ 代 新　 道行
10代 海野 了一
11代 大川 正行

新 会 長 抱 負
活動テーマ　　　　「スマイル」～笑顔の循環を創り出そう！～　青年部会新会長　大川正行

　この度、歴史と伝統ある埼玉県印刷工業組合青年部会の第11代会長
に就任させていただきました大川です。よろしくお願い致します。
　なぜ私たちは毎日、働いているのでしょうか？変革だ、生き残りだと、
頑張っているのでしょうか？自分なりにつきつめていった結果、それは
笑顔のためであるという結論に至りました。家族や従業員、そしてその
ご家族といった自分にとって大切な人たちに笑顔でいてほしい、それこ
そが原動力であると考えます。そして大切な人たちが笑顔であれば自分
も笑顔でいられます。そんな笑顔が集う場がこの青年部会であり、新た
な笑顔を創り出すために切磋琢磨する場もまた、この青年部会であると

思います。そこで活動テーマを「スマイル」とさせていただきました。何ともシンプルな言葉ではありますが、
このような意味を持った笑顔を一つでも多く繋げていけるように、活気に満ちた活動を続けていきたいと思
います。また、今年度は惠会員が全国青年印刷人協議会の議長を務められます。惠議長が全国で活躍するベー
スとなるのが、当青年部会です。惠議長のたくさんの笑顔に会えるように、全力でバックアップし、支えて
いきたいと思います。
　これから２年間、会長を務めさせていただきますが、皆様にはこれまでと同様のご指導、ご鞭撻、またご
協力をお願い致しまして会長就任の挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願い致します。

海野会長あいさつ

開会のことば
新井副会長

岩渕理事長
あいさつ

監査報告
惠監事

事業計画
大谷副会長

事業報告
望月副会長

収支報告
里見会計

収支予算
真野会計

青年部総会懇親会

大川新会長より海野前会長へ花束贈呈
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埼玉県印刷工業組合青年部　　 視察・研修会　於：伊香保温泉 ホテル木暮

「第59回　全国緑友会　埼玉総会in群馬」　平成28年５月21日（土）～ 22日（日）
　青年部の視察・研修会が、埼玉緑友会様が運営する「第59回　全国緑友会　埼玉総会in群馬」へのオブザーバー
参加という形で実施されました。
　今回の研修会の趣旨としては、同
じ印刷関連である他団体と交流を持
ち、活動内容を知ることによって、情
報交換を行い親睦を深め、今後の我々
の活動にフィードバックしていくと
いうものです。
　全国から来賓の方も含め、160名
程の参加者が集まり、開催された今
回の埼玉総会は、埼玉緑友会の皆様
が長い時間をかけて企画してきたも
ので、厳粛な雰囲気の中、執り行われ
ました。そして総会後の懇親会では
160名が一堂に会しての大宴会とな
り、まさに圧巻でした。いろいろと趣
向を凝らしたアトラクションも用意
されており、参加者それぞれのお国
柄が出ていて、全国大会らしい盛り
上がりでした。
　これまで緑友会様と交流を持つことはほとんどありませんでしたが、今回の事業をきっかけに同じ印刷に携わる
者同士、今後も継続して情報交換を行い切磋琢磨することで、お互いに良い関係になれるのではないかと感じまし
た。大変有意義な研修であったと思います。今回、このような機会を提供していただきました埼玉緑友会の皆様、
誠にありがとうございました。

　深谷支部では、2月19日～ 20日の2日間、県外支
部研修会・懇親旅行を群馬県の名湯 伊香保温泉にて
開催いたしました。
　当日は日頃お世話になっている関連業者の、溝口洋
紙様、共同紙販様、設楽印刷機材様、深谷カーボン様
をお招きし合計7名が参加し、組合員と関連業者で和
やかな雰囲気で一夜を過ごすことが出来ました。
　記念撮影の後、地域印刷業界の近況や、今後の進む
べきあり方等を懇談し、関連業者様より各業界の近
況などを細かに伺い、充実した研修を終え、初参加と
なった大屋印刷㈱ 大屋　崇社長の乾杯の音頭でお待
ちかねの懇親会がはじまリました。参加者全員、日頃
のストレスを発散させるかのように、大いに飲んで
語ってあっという間の時間を過ごしました。

（深谷支部　誠和印刷㈱　古戸賀春）

▼ 深 谷 支 部 県外支部研修会・懇親旅行支部だより

（写真左より）
溝口洋紙様、深谷カーボン様、共同紙販様、設楽印刷機材様
深谷支部（新・古戸・大屋）
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　平成28年3月4日（金）、ハ
イデルベルグ・ジャパン㈱本
社6階会議室に於いて下期定
例会が、埼玉県主管で行われま
した。
　埼印工組出席者は、早朝より
看板・旗の取り付け、各県の座
席準備、資料の袋詰め、リボン・
名札の用意、と慌ただしく準備
にかかりました。定刻になり、
全体会議が静かにスタート。全
体会議司会は渋木副理事長、新
常務理事の元気な開会宣言が
行われ、日暮協議会会長（千葉
県工組理事長）があいさつを述
べました。「組合事業を活用し
て、業態変革は継続をしてい
かなければならない。」続いて
全印工連 島村会長のあいさつ
では、「全印工連会長として最
後のあいさつです。」と会長に
なった当時のことから今に至
るまでの思いを語られました。
生井専務理事から「官公需取引
における要望として、中小企業
者に関する国等の契約の方針
の徹底遵守、低価格競争防止策
の導入、財産権の保護を議員連
盟に提出する方針であること、
印刷経営動向調査の実施、CSR
認定の申請受付等についての
事業概要説明があり、会場を移
して理事長会・各分科会の話
し合いが行われました。

　分科会報告は、司会が城戸副
理事長にバトンタッチ。各座
長からの報告の後、主管県あ
いさつで新井理事長が感謝を
のべ、大会旗を埼玉県から会
長へ、そして次期開催県新潟
工組の堀理事長へと伝達され、
堀理事長から「７月８日（金）
９日（土）、『未来へつなぐ印刷
道』をテーマにホテルオークラ
新潟でお待ちします。」とあい
さつがありました。閉会宣言
は惠常務理事が行い、定例会は
終了しました。

　会場を移動し行われた懇親会の司会は、大谷専務理
事。来賓のハイデルベルグ㈱ 水野社長による乾杯で
懇親会は開宴となり、岩渕副理事長の締めで懇親会を
終了しました。

関東甲信越静地区印刷協議会平成27年度下期定例会 埼玉県主管で開催される

ハイデルベルグ 水野社長

開会宣言　新常務理事

あいさつ　日暮協議会会長

全印工連　島村会長

全印工連　生井専務理事

理事長会

分科会報告 司会 城戸副理事長

主管県あいさつ 新井理事長

次期開催県　堀理事長・新潟工組 大会旗伝達新潟へ

懇親会 司会 大谷専務理事 乾杯　水野社長 中締め　岩渕副理事長

埼印工組　参加者
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 伝統を継承しつつ、新たな視点で挑む

　大正時代から続
く老舗の櫻井印刷
所の４代目社長、櫻
井理恵さん（36歳）
は０歳、３歳、５歳
の子どもを育てな
がら伝統ある印刷
業の将来を見据え
ます。「保育園に通
う子供たちとは一

日のうち一緒に過ごす時間は短いが、親が頑張ってい
る姿を見て育ってくれれば」と優しい笑顔に。
　2014年10月に取締役社長に就任後、新たな試み
として、地元・川越の人物や店舗などを独自の視点で
紹介するフリーマガジンを発行しています。装丁や
写真、デザインだけでなく、紙質にもこだわったオフ
セットフルカラー印刷で、約60ページ。企画や取材、
執筆など制作の大部分を社内でまかないます。「ゼロ
から企画して巻頭特集の内容やデザインなどを社員と
共に考えます。観光客向けの情報誌ではなく、地元に
住む人を意識し編集しています。このクオリティを手
に取って見てもらうことが会社のアピールにつなが
る」と話す櫻井さん。市内店舗に配布協力を仰いだり、
郷土資料として図書館に献本する他、自社PRとして
営業担当者が顧客に手渡す際の反響も良く、手応えを
感じています。

 次世代がつくる未来

　「デザインや企画にも女性ならではの視点がある。
社員37人中、女性は12人。デザイナーなど若い女性
が多いので今後、必要な支援や仕組みも考えていきた
い。新しいことにも挑戦し、モノづくりをする会社と
して地元を盛り上げていきたい」と話します。
　採用と人材育成にも力を入れており、10代の女性
など若手を社員に迎えるなど時間をかけて仕事を教え、
育てる体制を整えてきました。「新たな風を取り入れ
て時代の変化を力に変えることも大切。会社の方向性
を伝え、やる気を引き出せるように心がけている」と
話す櫻井さん。「会社の信頼と基盤を築いてきたのは
長年勤める幹部社員。上の世代が大切にしてきた良さ
を引き継ぎ、若い世代とも同じ気持ちで進んでいきた
い」と語ります。

株式会社 櫻井印刷所編

　埼玉版ウーマノミクスプロジェクトに賛同し、当組合が埼玉県と連携して実施する「女性の活躍する
フィールド拡大事業」の一環として、本号から４回にわたり、女性の活躍を推進して効果を発揮している会
員事業所の事例を紹介します。第１回目は川越市元町の（株）櫻井印刷所を訪問しました。

企画：埼玉県　取材：埼玉新聞社（女性の活躍するフィールド拡大事業受託者）

訪問！
～女性活躍推進企業～

Vol.1

埼玉県ウーマノミクスとは…

　埼玉県では、女性がいきいきと活躍できる社会づくり
を進め、地域経済の活性化につなげる取組として「埼玉
版ウーマノミクスプロジェクト」を進めています。

Woman
（女性） ＋ Economics

（経済）

問合せ：埼玉県産業労働部ウーマノミクス課　TEL：048-830-3965

男性の育児休業取得を契機に、男性の働き方を
見直す企業に奨励金の支給等を行います！

※対象要件や申込み方法などの詳細はHP
　　　　　埼玉県両立サポート
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　塙先生は今から270年前に現在の本庄市児玉町に生ま
れた江戸時代の盲目の国学者です。幼少期（7歳）に病気
により失明しましたが、学問を志し江戸に出て雨富須賀
一検校の門人となり「群書類従」を編纂しました。
　昨年、2015 年７月に
塙 先 生 の 記 念 館 が リ
ニューアルオープンし、
存在感を増しました。
　先生は盲目だったた
め、膨大な日本文学を
は じ め と し た 文 献 を
整理分類し、それを版
木に起こし、印刷する
その作業量は膨大で、
いったいどのような作
業であったのか想像に
難くありません。先生

は当時、字が読めず、点字もないため、具体的な分類作業は部下に任せ、全体の監督をしたのでしょ
うか。読み書きが出来ない状況で膨大な情報を整理統合し、版木を起こして印刷する。この作業がで
きた背景には人並みはずれた記憶力と努力があったと想像されます。その作業量は現在のDTPとは
雲泥の差であり常人では成し遂げられない事業であることを実感できます。

埼玉の偉人伝　VoL.２

塙
は な わ

 保
ほ

己
き

一
い ち

氏

埼玉県で一番北部本庄市。この町の偉人、

塙
はなわ

　保
ほ

己
き

一
いち

先生についてご紹介します。

1746年（延享3年）5月5日誕生
1821年（文政4年）9月12日 （満76歳没） 

　補足ですが、近所には「骨波田の藤」で有名な長泉寺があります。以前は拝観料無料でしたが、NHKに紹介され
た後ブレークしてからは有料となりました。５月の連休明けが満開でお薦めです。
　また、本庄市が企画し、JTBが発行した「るるぶ　本庄市」が発行され紹介されて
おります。お薦めは、こだま千本桜、赤城乳業「ガリガリ君」工場見学ではないでしょ
うか。こだま千本桜は町中から遠く駐車場がありませんが、見事です。必見です。「ガ
リガリ君」工場見学は予め予約し、抽選に当選しませんと見学できないようです。日
経新聞にも紹介されましたので更なる高倍率が予想されますのでご注意下さい。 長泉寺の藤
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我が社の

ZOOM UP! 社員
すてき

Vol.10 ときわ印刷株式会社 

　普段はなかなかお会いすることのない埼印工組合員の
事業所のすてきな社員の方をご紹介していただきます。
　第10回目は、ときわ印刷株式会社さんです。

　入社３年目の並木　暁さんを紹介いたします。
　今年で32歳になる彼ですが、弊社に入社するまで印
刷関係の職務経験はゼロ。はじめは洋紙の持ち方もへっ
ぴり腰で細身の体で大丈夫かと心配でしたが、何でも意
欲的に取り組み、てきぱきとした対応で、今では機長の
頼りになる片腕として次期機長候補として頑張ってい
ます。家庭では、２児のパパ。毎日愛妻弁当持参です。
今年の３月には第二子の女の子が生まれたばかりで、休
日の公園遊びは欠かせない栄養源です。公私ともに今後
ますますの活躍を期待しています。

『真っ白な紙から、お客様の依頼通りの製品を作り上げ
ることにとてもやりがいを感じています。まだまだ失敗
も多いですが、これからも職場のみなさんからいろいろ
なことを吸収し、技術的にも精神的にも成長していきた
いです。』

印刷オペレーター助手　並木　暁
さとる
さん
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訃　報　　　心よりお悔やみ申し上げます

平成28年３月22日　㈲今津印刷所（行田支部）　ご母堂　　　　今津　　敬
ひろ

様（94歳）

平成28年４月21日　㈱協和テック（川口支部）　取締役会長　　浅野　宣勝様（73歳）



No.139
埼 印 工 だ よ り

（10）



（11）

No.139
埼 印 工 だ よ り

株式
会社 深谷カーボン
信頼と技術、ガッツなパートナー

ホームページ　http://www.ksky.ne.jp/~youichi/

〒360-0004　埼玉県熊谷市上川上952-5
電 話  048-520-1649　 FAX  048 -520-1410

バックカーボン・ナンバーリング印刷
カッターミシン・伝票丁合・セパレートワックス・減感加工
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Autumn　（アクリル）
間馬健一郎　㈱太洋社印刷所

紙 上 作 品 展
2016

作品募集中!
皆様のすてきな作品を募集し
ています。応募、お問い合せは
埼玉県印刷工業組合事務局まで。
奮ってご応募ください。

 淀川を渡る近鉄電車　宮田敦彦　六三四堂印刷㈱
近鉄電車が淀川を渡って三宮まで行くなど、昔は考えもしませ
んでした。

 梅小路蒸気機関車館最後の日　宮田敦彦　六三四堂印刷㈱
京都鉄道博物館として再出発した梅小路蒸気機関車館ですが、
名残惜しいので最終日に行って参りました。

春爛漫　宮田敦彦　六三四堂印刷㈱
埼玉平成中学校様の特別許可をいただき、キャンパス内でパチ
リ♪　春らしい一枚が撮れました♪

 DOUBLE SUN　
神辺貴之　㈱太洋社印刷所

残饗　（墨汁・水彩・金）
晴智ありさ　㈱太洋社印刷所


